
 
 
・頭では分かっていても、「ポジティブ変換」の実践 

がしにくいところ。 
・子どもと大人の関わりが少ないところ。 
・仕事上では人の評価をする社会である中での取組 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

　 

 

 

　11 月１７日（月）に、更別小学校 5 年生

が、ＪＡさらべつ青年部の方々の支援を受け

て、9 月に合同で収穫したかぼちゃを使って

の調理に挑戦しました。作ったものは、｢かぼ

ちゃパンケーキ｣と｢かぼちゃポタージュ｣で

した。子どもたちは意欲的に取り組み、調理

後は、青年部の方々といっしょの会食を楽し

みました。ＪＡさらべつ青年部の皆さんには、

今年も、種ま

き・収穫・調理

と、さまざま

な場面での農

業体験にご協

力をしていた

だきました。 

 

 

１２月２日（火）に、上更別小学校３・４

年生で、保健福祉課・保健師の藤田さんと社

会福祉士の佐々木さん、社会福祉協議会・遠

藤さんの３名に来校していただき、「認知症

サポーター養成講座」を開きました。 

子どもたちは、寸劇「眼鏡はどこに行っ

た！？」を見せてもらう中で、認知症の人へ

の正しい接し方を具体的に知ることができま

した。翌週９日（火）には、「福祉の授業」

も行われ、

「車イス

体験」等

をして、福

祉への理解

を一層深め

ました。 

 

 

 

 

 

 

第３回ＣＳ委員会が、11 月２５日（火）に

開催されました。冒頭では、今年度のこれま

での会議や「こみ・すく通信」及び各校の地域

と連携した教育活動(地域学校協働活動)の内

容を、さらに、「みんなの学校応援団」の登録

状況についての報告をしました。　　 

今回のＣＳ委員会では、「大人も自己肯定感

を高めよという取組を学校・家庭・地域へ広

めるためにはどうしたらよいか」について熟

議しました。その際、次の２つの視点を持っ

て、２人１組で話し合いました。 

①この取組の課題は？ 

②広めるために、ＣＳ委員会・学校・ＰＴＡ

はどんな取組をすればよいか。 

以下に、熟議で出された考えや意見の一部

を紹介させていただきます。この議題につい

ては、各校

の 学 校 運

営 協 議 会

でも、委員

の 皆 さ ん

の 意 見 を

お 伺 す る

予定です。 

 

 

 

　　　 

 

 

 

 

・町内会や行政懇談会で、時間をもらってＰＲする。 

・いろんな大人と子どもが交流することが大切。 

・大人と子どもが交流する機会の充実を図る。 

・自分の弱さや課題等を話し合いながら、その解決 

のために学ぶことから始める。（相互理解） 

　・今回のような、大人自身が自己を振り 

　返る研修の機会を大切にする。 

　・良い講師を呼び続ける。

 

 

 

子どもたちの自己肯定感を高めるために、大人も自己肯定感を
高めようというＣＳ委員会の取組を、学校・家庭・地域に広める
ためにはどうしたらよいか？　

【 広めるための取組　】

 

【 課題は何か 】


